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ＯＢＤ検査について

２０２４年４月１日

株式会社アルティア
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２０１９年 ２０２０年 ２０２２年２０２１年 ２０２３年 ２０２４年

改正車両法
可決

特定整備認証経過措置期間（２０２４年3月まで）

改正車両法
施行

車検証 ＩＣタグ化

ＯＢＤ検査
スタート

改正車両法施行の際、ｴｰﾐﾝｸﾞ作業を事
業として経営している場合、保安基準適
合証を交付可

特定整備認証取得した場合
保安基準適合証を交付可

対象は、２０２１年１０月以降の
新型の乗用車、トラック、バス

ｴｰﾐﾝｸﾞ作業を事業として経営
しているか否かに関わらず、保
安基準適合証を交付可

保安基準適
合証を交付
不可

４月１日 １０月

指定工場

乗用車の自動
ﾌﾞﾚｰｷ保安基準

特定整備 対象車公開

新点検基準施行
（ＯＢＤ点検）

１月３１日

４月～

１月

１０月

2

記録等事務代行制度

軽自動車は、２０２４年～

１０月

ＯＢＤ検査
プレ運用ｽﾀｰﾄ

ＯＢＤ検査システム利用申請登録

４月

４月

7月

検査標章貼付位置変更

振り返り：車検・点検関連スケジュール

２０２５年

すれ違い灯検査完全移行

８月
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全体の状況

2024年２月末現在、認証工場91，935工場（３月末現在）のうち特定整備を取得しているのは、
54,948事業所で、やっと60％に近付いた59.8％の取得率となっている。
取得率は59.8％と経過措置が終了するまで１ケ月を切ったが非常に低い状況、国交省は今後申
請が集中すると想定し、申請から認可までの標準申請期間が現在２ケ月必要とｱﾅｳﾝｽし、今後
経過措置期間が終了間際の駆け込み申請が懸念される。
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全       体

すぐ取得したい 新点検基準施行まで
経過措置期間終了まで 検討中

特定整備認証取得する時期（アンケート調査）

・新点検基準改正法施行
２０２１年１０月１日

・経過処置終了
２０２４年３月３１日

２１年１０月までに取得したい

特定整備認証の取得状況 （２０２４年２月現在）

※認証工場のみの取得率を試算
全認証工場：91,935工場 全指定工場：30,147工場 認証のみの工場：61,788工場
特定認証工場（54,948）－全指定工場（30,147）÷認証工場のみ（61,788）＝40.1％ 認証工場のみの取得率：40.１％
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メーカー名 車種数 備考

日産自動車 １３車種

三菱自動車 １２車種

ＳＵＢＡＲＵ １３車種

トヨタ自動車（ﾚｸｻｽ含む） ４８車種

ダイハツ ６車種

本田技研工業 ２２車種

ＭＡＺＤＡ １２車種

スズキ自動車 ９車種

ＢＭＷ ３５車種

ＢＭＷアルピナ １６車種

フォルクスワーゲン １９車種

メルセデスベンツ 1６１車種

アウディ １６車種

ボルボ ９車種

ルノー ５車種

 特定整備、電子制御装置整備の対象車両：32社、483車種（令和６年３月末現在）

●乗用車

メーカー名 車種数 備考

ジャガー 5車種

ランドローバー ７車種

アルファロメオ ３車種

フィアット ２車種

ジープ ７車種

ベントレー １１車種

シトロエン ７車種

プジョー １２車種

ＤＳ ８車種

ＢＹＤ ２車種

特定整備の対象車（２０２４年３月末現在）

国産車 輸入車

新型車 2021年11月 2024年7月

継続生産車 2025年12月
（軽トラックは2027年9月）

2026年7月
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●商用車

メーカー名 車種数 備考

日産自動車 ２車種

トヨタ自動車 ２車種

ＭＡＺＤＡ ２車種

ＵＤトラックス ３車種

日野自動車 ７車種

いすゞ自動車 ４車種

三菱ふそう ６車種

ＶＯＬＶＯトラックス １車種
国産車

新型車 2025年9月

継続生産車 2028年9月

・新保安基準の施行は
※60㎞／ｈから停止すること

大型車は既に保安基準があった
ため、特定整備施行時より対象

※保安基準：２０㎞／ｈ減速すること

特定整備の対象車（２０２４年３月末現在）
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※交通事故件数は検察庁、装着率（生産車）は国交省、発表数値使用

交通事故発生件数と衝突軽減ブレーキ装着率（対生産車）

９年間で交通事故が32万件減少

最近の政府の発表
では、2035年には自
動車によって引き起
こす交通事故死者
数をゼロにすること
を目標とした。

最近発売の車両では、様々なｾﾝｻｰを搭載することによるｾﾝｻｰﾋｭｰｼﾞｮﾝ機能で高い精度でｺﾝﾄﾛｰﾙ出
来るように改善が図られ、新保安基準適合、さらに「事故ゼロ」を掲げる企業が増加してきている。

参考．交通事故件数とＡＥＢ搭載率について

件
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●クルーズオリジン

ミリ波レーダー

ＬｉＤＡＲ

カメラ

参考：これからの先進安全装置

●ＬｉＤＡＲ
●ミリ波レーダー
●カメラ

●先進プロパイロット（グランド・トゥルース・パーセプション技術）

ＬｉＤＡＲ、フロントカメラ、フロントレーダー
サラウンドカメラ９台、サイドレーダー４台
リアレーダー２台
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ＯＢＤ検査 ２０２４年１０月より開始される（23年10月よりﾌﾟﾚ運用開始）

自動車技術の電子化、高度化に伴い、従来の外観、測定器を使用した機能確認

では不十分であり、重大事故につながる可能性がある電子装置について検査が

必要である。

・対象電子装置：原動機（排出ガス）、制動装置、ＡＢＳ、エアバック、車両接近装置

衝突軽減ﾌﾞﾚｰｷ、ﾚｰﾝｷｰﾌﾟｱｼｽﾄ

スキャンツールを使用した特定ＤＴＣ（国が決める）検出による検査

対象は、２０２１年１０月以降
の新型車の乗用車、トラック、
バス

１.ＯＢＤ検査の導入

※車検証に対象車である可能性がある
場合は記載されます。
対象車の最終確認は、法定ＤＴＣ照会
アプリで行います。

※国交省の試算では、2024年２月末現在
ＯＢＤ検査対象車は198万台で全保有
台数の2.48％です。
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ＯＢＤ検査の概要 ２０２４年10月以降実施する。２０２３年10月よりプレ運用を実施している。

特定ＤＴＣ（国が決めるＤＴＣ）を検出した場合は、不合格となる。

自動車検査証は、2023年1月
よりＩＣタグ付きになる。

判定は、自動車技術総合機構のｻ
ｰﾊﾞｰが行い、送られてきた検査用
スキャンツール端末に返信する。

検査車両

自動車技術総合機構サーバー

※対象車両
国産車：2021年10月以降の新型車から
輸入車：2022年10月以降の新型車から

ＩＣタグ

●検査対象項目（検討中）
①運転支援装置：ＡＢＳ、ＥＣＳ、自動ﾌﾞﾚｰｷ、車両接近通報等
②自動運転装置：自動車線維持、自動駐車、自動車線変更等
③排気ガス関連装置

※ＯＳは、Windows１０以上となります。

Ａｎｄｒｏｉｄのスキャンツール

※ＶＣＩ（Ｖｅｈｉｃｌｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）

２.ＯＢＤ検査の概要

Ｗｉｎｄｏｗｓのスキャンツール

Ａｎｄｒｏｉｄ版スキャンツール
の場合、法定ＤＴＣアプリが
Ｗｉｎｄｏｗｓのため、ＰＣ等を
介して、データーを機構ｻｰ
ﾊﾞｰに送信する。

読み込んだＤＴＣデータ
を直接送れる。
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検査ｽｷｬﾝﾂｰﾙ用端末 機構サーバー

①アプリを機構ｻｰﾊﾞｰにアクセスし
アプリが最新版かチェック

②車検証二次元ｺｰﾄﾞ、ＩＣﾀｸﾞ
読み込みまたは、手入力
により検査車両情報を入力

③車両情報を送信

④検査の要否確認

⑧ＤＴＣの送信⑦ＤＴＣの読み出し

⑨判定結果送信

⑤車両に検査用ｽｷｬﾝﾂｰﾙを
接続します。

特定ＤＴＣ照会ｱﾌﾟﾘの流れ ・・・ 検査用スキャンツール本体で判定するのではなく、自動車技術
総合機構の本部サーバーに車両ＤＴＣを送信し判定される。

※Ｗｉｎｄｏｗｓ１０以上

※ＶＣＩ（Ｖｅｈｉｃｌｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）

検査用ｽｷｬﾝﾂｰﾙ（ＶＣＩ）

ＯＢＤ検査要の場合

ＯＢＤ検査対象車情報

ＯＢＤ検査合否確認

ログイン

⑥ＯＢＤ検査実施
エンジンＯＮ

３.ＯＢＤ検査の流れ
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ＯＢＤ検査システムの利用に係る事前準備について
検査用ｽｷｬﾝﾂｰﾙでＯＢＤ検査・確認を実施するためには、国による指定・認証された事業場であることが前提条件。

事前準備としてＯＢＤ検査ｼｽﾃﾑを利用するのためのＩＤ申請したうえで、ＯＢＤ検査に用いる特定ＤＴＣ照会ｱﾌﾟﾘの

ｲﾝｽﾄｰﾙ、整備員や検査員の登録をする必要がある。

事前準備
（認証・指定工場）

①２０２３年４月から申請受付開始
②プレ運用は２０２３年１０月から順次
スタート

利用者（整備員・検査員等）の登録・管理

特定ＤＴＣ照会アプリインストール

完成検査（OBD検査）

検査業務
（指定工場の場合）

２０２４年１０月スタート

整 備

受入れ点検（OBD確認）

ＩＤ申請完了メール受信

事業場ＩＤ申請（電子申請）

検査用スキャンツール接続

プレ運用（実践的な運用を行い本番に備える）

検査用スキャンツール接続

クライアント証明書のインストール

４.ＯＢＤ検査事前準備
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自動車技術総合機構様から各マニアルが発行されています。

また、ＹｏｕTｕｂｅに「ＯＢＤ検査ﾁｬﾝﾈﾙ」で動画での説明があります。

209ﾍﾟｰｼﾞ

101ﾍﾟｰｼﾞ
53ﾍﾟｰｼﾞ

１．利用者管理ｼｽﾃﾑ ２．操作マニアル ３．照会ｼｽﾃﾑ

４.ＯＢＤ検査事前準備
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１．準備するもの
１）インターネットに接続できるＰＣまたはタブレット
２）ＰＣの作動環境
①利用者管理システムを利用する端末
・ＯＳ：Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｉｎｄｏｗｓ１０以上

②特定ＤＴＣアプリをダウンロード／インストールする端末
・ＣＰＵ：１ＧＨｚ以上
・メモリ：２ＧＢ以上
・ディスク；Ｃドライブ空き容量１ＧＢ以上
・ＯＳ：Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｉｎｄｏｗｓ１０以上
・ソフトウエア：.ＮＥＴ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ４．６．２以上

Microsoft Visual C++ 再領域可能ﾊﾟｯｹｰｼﾞ（2017以上）32ｂｉｔ版
※確認方法：Windowsのｽﾀｰﾄﾎﾞﾀﾝ ⇒ 「設定｝ ⇒ 「アプリ」 ⇒

「アプリと機能」の順で選択し、確認したいソフトウェアを選択します。

３）対象ブラウザ
「Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅ」 または 「Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｈｒｏｍｅ」

事前準備の条件

ＯＢＤ検査ポータルサイトにアクセスし、事業場ＩＤ申請、利用者登録
特定ＤＴＣ照会アプリのダウンロード等を実施する。

５.ＯＢＤ検査事前準備の注意事項
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事業場ＩＤ申請

１．準備するもの
１）指定工場は指定書、認証工場は認証書の電子データ（ＰＤＦ、ＪＰＥＧ、ＰＮＧ）

※ｺﾋﾟｰ機等で事前に電子ﾃﾞｰﾀを準備してから、OBD検査ﾎﾟｰﾀﾙで申請を行う。

２）グループ申請の場合
同意書の電子データ（ＰＤＦ、ＪＰＥＧ、ＰＮＧ）
※同意書とは、グループに所属する事業場が総括管理責任者にＯＢＤ検査に関する管理権限が委任されて
いることを証明するための書類。（書面はﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄに掲載されている）

２．申請
１）ポータルサイトから利用者管理システムにアクセスする。
２）事業場ＩＤ申請を選択する。

https://www.epti-mng.naltec.go.jp

５.ＯＢＤ検査事前準備の注意事項
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特定ＤＴＣ照会アプリ
「ＯＢＤ検査モード」と「ＯＢＤ確認モード」２種類がある。
・ＯＢＤ検査モード：ＯＢＤ検査を実施するためのモード ・・・ 検査員のみが使用
・ＯＢＤ確認モード：ＯＢＤ検査と同等の点検・整備を実施するモード

●アプリの機能
１．ＯＢＤ検査で使用する機器などの設定

検査用スキャンツールや車検証の読み取りに使用する二次元コードリーダーなどの設定。
２．ＯＢＤ検査結果の出力

ＯＢＤ検査の詳細な結果を帳票（PDF形式）やCSV形式ののファイルでで出力できます。
帳票はｶｰｵｰﾅｰ向け、CSVﾌｧｲﾙは外部ｼｽﾃﾑへの取り込みなどの目的で使用可能。

3．検査に用いる付帯情報の閲覧
入力した車両の諸元情報やリコール情報の閲覧が可能。

●アプリでＯＢＤ検査を行う為の条件
１．アプリ使用中は、常にｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続状態である事。
２．検査用スキャンツールの端末に、検査用スキャンツールの技術基準に適合したＶＣＩ用ドライバ
（各検査用ｽｷｬﾝﾂｰﾙ会社から入手）がインストールされている事。

●ＯＢＤ検査に必要なもの
１．車検証または電子車検証（必須）
２．検査用スキャンツール（必須）
３．検査車両（必須）
４．二次元コードリーダーまたはＩＣタグリーダー（任意）
ＩＣタグリーダーは、電子車検証適合機であれば作動確認済み。二次元バーコードリーダの
作動の情報はＯＢＤポータルサイトで展開されています。

６.ＯＢＤ検査の実施要領
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車検証の確認をします。
車検証に「ＯＢＤ検査対象」と記載があった場合、特定ＤＴＣ照会アプリで最終的
なＯＢＤ検査対象の「要・否」、および「要」の場合は、ＯＢＤ検査を実施します。

・ＯＢＤ検査対象と記載あり

参考：車検証の確認

・ＯＢＤ検査対象車
7１１型式

（2023年1２月２８日現在）



７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例

①タブレットを操作し特定DTC照会アプリを起動して下さい。
付与されたユーザIDとパスワードを入力しログインしてください。

17



②使用するモードを選択して下さい。

※OBD検査とOBD確認の2項目から選択します。

こちらを選択

18

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例

指定工場のトライアル期間における、ＯＢＤ検査は「確認モード」で実施してください。



③検査用スキャンツールの項目を確認し使用するＯＢＤ検査スキャンツールの
型式（例）V200：当社のOBD検査専用ｽｷｬﾝﾂｰﾙ）を選択して下さい。

こちらを確認し、選択

19

V200

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例



④車検証の車両情報の入力方法を選択してください。

二次元コード読み取り、ICタグ読み取り、手入力の
いずれかを選択してください

20

V200

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例



⑤二次元コードリーダーの入力の場合

選択する

読取モードを選択して下さい。(バーコードリーダーの機種によって違います)

21

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例

※多くの二次元コードリーダーは、コードは1つずつしか読み取れません。
ＯＢＤポータルサイトの発行しているマニアルで、 どの読取が可能かを確認する。



※１）画面右側のイラストを参考に二次元バーコードを1つずつ読取る場合。

参照

Copyright(c) ALTIA CO., LTD. 22

読取後確定ボ
タンを押す。

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例

※多くの二次元コードリーダーは、コードは1つずつしか読み取れません。
ＯＢＤポータルサイトの発行しているマニアルで、 どの読取が可能かを確認する。
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※２）下記のように２回の読取が出来る場合。（ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰの種類により可能）

※確認機、当社の「ＥＧ３４０１－１０００」は上記の使用方法可能です。

読取後確定ボ
タンを押す。

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例



ＯＢＤ検査ｽｷｬﾝﾂｰﾙ（EG3401）における二次元ｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰについて
「ＥＧ３４０１－１０００」を使用して、車両情報を二次元コードリーダーを［２」［３」の２回で読み
込みが可能です。
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７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例

※EG3401でご使用の場合、Windows11のﾊﾞｰｼﾞｮﾝを最新版でご使用ください。



⑥ICタグリーダーの読取り入力の場合

入力

車検証右下の4桁のセキュリティーコードを入力後、読取開始をクリック
してください。

25

セキュリティーコードを確認する

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例



ＩＭ９８４２-００００ ICタグリーダライター

電子車検証の読取りに便利！国土交通省動作確認済み商品

26

ＯＢＤ検査ｽｷｬﾝﾂｰﾙ（EG3401）におけるICｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰについて

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例



⑦手入力の場合：必須項目を車検証の情報を参照し、６項目の入力してください。

27

入力、選択する

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例



⑦手入力の場合：各種項目を入力後、確定をクリックして下さい。

28

クリックする

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例



⑧検査要否確認をクリックするとOBD検査対象車両であるか結果が表示されます。

29

クリックして送信する

ＯＢＤ検査要

確認する

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例
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⑨対象車の場合は、「データリンクコネクタの位置表示」がされるので、参考にして
ＯＢＤ検査スキャンツール（ＶＣＩ）のコネクタを接続します。
コネクタ位置の詳しい情報を知りたい場合は、「位置詳細表示」を選択すると
位置、角度、向きなどの詳細なイラストが表示されます。

こちらをクリックします。

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例



⑩ＯＢＤ検査「要」と表示された場合、ＶＣＩを車両に接続し、Windows端末のＰＣ
またはタブレットにケーブルで接続します。
その後、エンジンをON （内燃機関は始動させる、電動車はREADY）にして下さい。

VCI

Windows端末

Copyright(c) ALTIA CO., LTD. 31

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例

有線



⑪実行ボタンをクリックし、適合になれば検査は終了です。

32

クリックして送信する

検査判定結果を確認します

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例
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ＯＢＤ検査結果を記入します。

⑫ＯＢＤ検査結果を指定整備記録簿に記入します。

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例
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クリックすると詳細結果を確認できます

⑬結果詳細表示をクリックすると検査の詳細結果を確認することができます。

詳細表示は、次ページ以降参照

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例



⑭結果詳細表示をクリックすると詳細結果を閲覧することができます。

適合の場合

Copyright(c) ALTIA CO., LTD. 35

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例
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⑮結果詳細表示をクリックすると詳細結果を閲覧することができます。

不適合の場合

番号 内容

① 判定結果

② 排ガス

③ 安全

④ 特定ＤＴＣ

⑤ ﾚﾃﾞｨﾈｽｺｰﾄﾞ

⑥ 結果詳細
CSV出力

⑦ 帳票PDF出力

７.特定ＤＴＣ照会アプリの使用例
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ＯＢＤ検査結果の保存機能と出力機能。
・ＰＤＦ形式保存 ⇒ 結果帳票として出力可能。ＣＳＶ出力も可能。

結果帳票

番号 内容

① 受検車両
受検場所

② ﾒｯｾｰｼﾞ

③ OBD検査
情報

④ ＯＢＤ検査
結果詳細

参考.特定ＤＴＣ照会アプリのその他の機能



８．ＯＢＤ検査用スキャンツール

１）ＯＢＤ検査専用スキャンツール

①ＥＧ３４０１－００００

・型式認証：JASEA-KS-11

※ＩＳＯ１３４００については、2024年４月対応予定
ＩＳＯ１３４００とは、通称「イーサネット」と呼ばれる新しい通信規格です。現在ベンツのＥＱＥ．ＥＱＳなど１５型式。

２）ＯＢＤ検査兼用機スキャンツール
①ＹＺＥＧ３７-００００（SSS-αⅡ）「ＯＢＤ検査ソフ追加」
・型式認証： JASEA-KS-19

②ＹＺＥＧ36-００００（SSS-Ｔ２）「ＯＢＤ検査ソフト追加」
・型式認証： JASEA-KS-26

※既納商品もソフト追加で対応可能

Copyright(c) ALTIA CO., LTD. 38

日本自動車機械工具協会 （https://www.jasea.org）

※検査用スキャンツールの型式認定機の確認は、日本自動車機械工具協会のホームページで確認できます。

ソフト追加商品番号（ＵＳＢｹｰﾌﾞﾙ３ｍ付）
・EG3004-BD00 （αⅡ用）
・ＥＧ3005-BD00 （Ｔ２用）

https://www,obd.naltec.go.jp/
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◎これからの電動車の考え方

プラットフォーム＋ＰＣの組み合わせで開発される。
モジュールごとのソフトではなく、トータルなシステムで様々な部位を制御する。

・ＳＤＶ
（ｿﾌﾄｳｪｱ･ﾃﾞｨﾌｧｲﾝﾄﾞ･ﾋﾞｰｸﾙ）

ＣＡＳＥ実現のために必要な
なる、ＯＴＡで様々な制御シス
テム等がアップデート可能と
なる。

ソフト開発が性能を左右する
時代になる。
新しい通信規格となる。
（イーサネット）

参 考
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特定ＤＴＣ（国が定めるＤＴＣ）を検出した場合は、不適合となる。

診断は、自動車技術総合機構
のｻｰﾊﾞｰが行い、送られてきた
端末に返信する。

検査車両自動車技術総合機構サーバー

※対象車両
・国産車：2021年10月以降の新型車から
・輸入車：2022年10月以降の新型車から

※ＯＳは、Windows１０以上となります。

Ａｎｄｒｏｉｄ版スキャンツール

※ＶＣＩ（Ｖｅｈｉｃｌｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）

Ｗｉｎｄｏｗｓ版スキャンツール

Ａｎｄｒｏｉｄ版スキャンツールの場合、
特定ＤＴＣ照会アプリがＷｉｎｄｏｗｓの
ためＰＣ等を介して、データを自動車
技術総合機構のｻｰﾊﾞｰに送信する。

読み込んだＤＴＣデータを直接送れる。

統括管理責任者

各事業場

・事業場ＩＤの申請

複数事業所がある本社（ディーラー等の場合）

VCI

・ｸﾗｲｱﾝﾄ証明書のｲﾝｽﾄｰﾙ
・利用者の登録
・特定DTC照会ｱﾌﾟﾘのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
・検査用ｽｷｬﾝﾂｰﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｲﾝｽﾄｰﾙ

特定DTC照会アプリ操作
・OBD検査結果等

・ｸﾗｲｱﾝﾄ証明書のｲﾝｽﾄｰﾙ
・利用者の登録
・特定DTC照会ｱﾌﾟﾘのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
・検査用ｽｷｬﾝﾂｰﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｲﾝｽﾄｰﾙ

有線

特定DTC照会アプリ操作
・OBD検査結果等

有線

VCI

特定ＤＴＣアプリは、Ｗｉｎｄｏｗｓ
で作成されています。

８．ＯＢＤ検査用スキャンツール

●ＯＢＤ車検専用機のメリット
兼用機の場合は、点検や不具合修復等で整備作業に使用している時に検査業務での使用出来ません。
専用機は作業の整備員の方との時間調整等を気にすることなく、検査員の方が検査業務に専念できます。

Ｔ２は無線が可能
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１）指定工場におけるＯＢＤ検査の場合

ＯＢＤ検査対象判定受
入
検
査

法定ｽｷｬﾝﾂｰﾙ接続 機構ｻｰﾊﾞｰで判定ＯＢＤ確認

外観チェック

対象外

整備作業

完
成
検
査

機器検査等による検査

法定ｽｷｬﾝﾂｰﾙ接続 機構ｻｰﾊﾞｰで判定

ＯＢＤ検査モード

ＯＢＤ検査

対象

合否判定

対象外

・レディネスコードがひとつも記録されていない場合は、
ＯＢＤ診断が開始されない。

※レディネスコードとは、履歴情報データとも呼ばれ、排ガス
対策装置に関係した故障診断がされた時に記録します。

１０.ＯＢＤ検査のフローチャート

ＯＢＤ確認モード

※指定工場では、受入れ検査と完成検査、２回法定ｽｷｬﾝﾂｰﾙを接続する。

保安基準適合証発行
合格

Copyright(c) ALTIA CO., LTD.

整備用ｽｷｬﾝﾂｰﾙ接続
不適合

機構ｻｰﾊﾞｰで判定

対象

※補助者が行える作業は、「ＶＣＩの取付」「車両情報の入力」。
ただし、同一性の確認、車両情報の真正性は検査員が行う。
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２）指定工場におけるＯＢＤ検査の合理化を活用した場合

ＯＢＤ検査対象判定受
入
検
査

法定ｽｷｬﾝﾂｰﾙ接続 機構ｻｰﾊﾞｰで判定ＯＢＤ検査

外観チェック

整備作業

完
成
検
査

機器検査等による検査

法定ｽｷｬﾝﾂｰﾙ接続 機構ｻｰﾊﾞｰで判定

ＯＢＤ検査モード

ＯＢＤ検査

対象

合否判定

対象外

・レディネスコードがひとつも記録されていない場合は、
ＯＢＤ診断が開始されない。

※レディネスコードとは、履歴情報データとも呼ばれ、排ガス
対策装置に関係した故障診断がされた時に記録します。

１０.ＯＢＤ検査のフローチャート

ＯＢＤ検査モード

保安基準適合証発行
合格

Copyright(c) ALTIA CO., LTD.

ＯＢＤ検査の合否に影響を及ぼ
す整備、改造を実施しないこと

※検査員の判断：点検整備でＯＢＤ検査に影響を及ぼす整備、改造を行わない。

機構ｻｰﾊﾞｰで判定

※点検整備中にＯＢＤ検査に影響を及ぼす整備、改造をした場合。

※補助者が行える作業は、「ＶＣＩの取付」「車両情報の入力」。
ただし、同一性の確認、車両情報の真正性は検査員が行う。
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３）認証工場でＯＢＤ検査システムに登録した場合

ＯＢＤ検査対象判定受
入
点
検 法定ｽｷｬﾝﾂｰﾙ接続 機構ｻｰﾊﾞｰで判定ＯＢＤ確認

外観チェック

対象外

整備作業

最
終
点
検

運輸支局に持ち込み

法定ｽｷｬﾝﾂｰﾙ接続 機構ｻｰﾊﾞｰで判定

ＯＢＤ確認モード

ＯＢＤ確認

合否確認

対象外

ＯＢＤ確認モード

※ＯＢＤ検査確認の有効期限は、確認した日を含め５日間です。

ＯＢＤ検査の省略

Copyright(c) ALTIA CO., LTD.

整備用ｽｷｬﾝﾂｰﾙ接続
不適合

※ＯＢＤ検査確認後、運輸支局持ち込むまでＯＢＤ
検査項目に関わる整備等は行わない事。

１０.ＯＢＤ検査のフローチャート

・レディネスコードがひとつも記録されていない場合は、
ＯＢＤ診断が開始されない。

※レディネスコードとは、履歴情報データとも呼ばれ、排ガス
対策装置に関係した故障診断がされた時に記録します。

機構ｻｰﾊﾞｰで判定

対象

対象

※基本的にＯＢＤ検査は省略となるが、一定の割合
で抜き取り検査を行う。



44

検査場におけるＯＢＤ検査

●計測コース

第２ブロック
ｻｲﾄﾞｽﾘｯﾌﾟ検査 ﾌﾞﾚｰｷ検査

ｽﾋﾟｰﾄﾞ検査 ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ検査

第５ブロック
総合判定

第４ブロック
下回り検査
ﾋﾟｯﾄ方式

第３ブロック
排気ｶﾞｽ検査

※第１ブロックで、ＯＢＤ検査を実施する。

※OBD検査は検査担当者が行う。
①車検証の二次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ等を読み込み、対象車確認。
②検査用ＶＣＩを接続し、特定DTCを読み込みｻｰﾊﾞｰに送信。
③ｻｰﾊﾞｰで診断が行われ、判定結果を確認。
④結果は、検査担当者が口頭で伝える。

第１ブロック
外観検査

同一性の確認

１０.ＯＢＤ検査のフローチャート
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 指定工場
特定照会アプリの登録を実施し、指定自動車整備事業の変更（第２号様式
（指定））の検査用スキャンツールの欄に必要事項を記入、完成検査用平面図
（１／５０）を変更して必ず届け出る事。

 認証工場
特定照会アプリの登録を実施すること。書面提出の必要はなし。

１１.届け出関係について
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１１.届け出関係について

 注意事項
１）検査用スキャンツールに係る申請等の添付資料はどのようなものか？
・検査機器の技術基準に適合する検査用スキャンツールは、日本自動車機
械工具協会（以下、機工協と称する）のホームページに記載されているの
で、証明書等の添付の必要はなし。（オンラインのため）

２）分離型のスキャンツールの場合、ＶＣＩに型式の表示がないのでは？
・認定された検査用スキャンツールであれば、一体型・分離型共に本体等に
「型式」及び「製造番号」が必ず表示されています。

３）検査用スキャンツールに係る申請・届出書の「能力欄」及び「備付年月日欄」
は、どのような記入をすればよいですか？
・能力欄に「ﾌｧｰﾑｳｴｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ」及び「ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾊﾞｰｼﾞｮﾝ」情報を記入してください。
備付年月日欄は、検査用スキャンツールとして備え付けた日を記入します。
次ページをご参照ください。

４）検査用スキャンツールの情報は何で確認できますか？
・機工協のホームページに下記が記載されています。
①メーカー名 ②型式 ③型式試験番号 ④ファームウエアのバージョン
⑤ドライバーのバージョン ⑥対応するプロトコル ⑦一体型、分離型の別
⑧その他特記事項（ツールメーカーの指定したＰＣでしか起動しない等）
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 機工協ホームページの検査用ｽｷｬﾝﾂｰﾙの掲載内容

 変更届、第２号様式の記入例

～～

令和５
ﾌｧｰﾑｳｴｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ：V1.22
ﾄﾞﾗｲﾊﾞのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ：V2.01

MaxiVCI V200 １０ ５

～～～～

～～

１１.届け出関係について
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１２.注意点

１）ＯＢＤ検査スキャンツールは、１年ごとの協会の検査を受ける必要はありません。
２）ＯＢＤコネクタに、レーダー等の電源確保のためコネクタ等が接続している場合は
必ず取り外してからＯＢＤ検査を実施する。

３）ＯＢＤコネクターが破損している場合は、検査は中止となります。
４）指定工場の「ＯＢＤ検査」は、事業場の敷地内で実施する。
認証工場の「ＯＢＤ確認」も同様となります。

５）検査員登録した場合、「検査モード」、「確認モード」が使用可能です。
工員登録の場合は、「確認モード」のみ使用可能です。
アプリ側で制限されますので登録時に注意願います。

６）認証工場のＯＢＤ確認は、「自社で点検又は整備を行った車両について実施す
る事。」の通達が出る予定です。

OBD確認のみの外注作業は不可となります。
７）法定ＤＴＣ照会アプリをｲﾝｽﾄｰﾙした端末とＶＣＩを接続する場合、ｺｰﾄﾞの長さは
５ｍまでと決められています。

８）ＯＢＤ車検専用機（ＥＧ３４０１）は、大型車（２４Ｖ）でも使用可能です。
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１３.Ｑ＆Ａ

Ｑ１：２台のＰＣに特定ＤＴＣアプリをインストールし、ＯＢＤ検査実施時、車輛情報入
力を事務所で、ＯＢＤ検査を完成検査場で出来ないか？

Ａ１：特定DTC照会アプリには、Aの端末で車検証の読取を行い、Bの端末に引き継ぐ
といった機能を搭載しておりませんので、読取（車両受付）からOBD検査の実
施までを一貫して同じ端末で行っていただく必要があります。
（ＯＢＤ検査ポータルサイトの回答）

Ｑ２：ＯＢＤ確認（認証工場）には、有効期限がありますか？
Ａ２：あります。5日以内の当該車両のOBD確認結果により検査場におけるOBD検

査は省略されます。（ＯＢＤ検査ポータルサイトの回答）
Ｑ３：特定ＤＴＣ照会アプリを１事業場で複数台のＰＣ又はタブレットにインストールで

きますか？
Ａ３：インストールは可能です。
ただし、アプリをインストールする端末台数分（ＰＣ、タブレット）の「クライアント証
明書用招待コード」が必要です。
１つのＷｉｎｄｏｗｓのアカウントにつき、１つのクライアント証明者が必要です。
「特定ＤＴＣ照会アプリ利用者管理」メニューから追加の発行依頼が可能です。
（マニアルに説明の記載があります。）
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出典
・国土交通省ホームページ（http://www.mlit.go.jp)
・独立行政法人自動車技術総合機構（ https://www.obd.naltec.go.jp）

http://www.mlit.go.jp/
https://www.obd.naltec.go.jp/
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Ｅ Ｎ Ｄ
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